
（1） 令和８年２月　　第８７号

〜　地域で育む、家族の笑顔と豊かな未来　〜

　滋賀県から移住し、右左口町でナス、トウモロコシ、野沢菜を中心に 2020 年から新規就農した中澤夫妻。
今年の５月に新しい家族が増え、家族と地域のアイドル的な存在となっています。今後の活躍がますます
楽しみですね。

写真：久美子さん、光真（こうま）くん、拓麻さん
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編集委員会

○農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します ２
○賃借料情報、農作業臨時雇賃金等標準額 ３
○普及センターコーナー ４
○農政情報コーナー ５
○祝・甲府市農業賞　ほか ６

おもな内容

甲府市は（SDGs）を
支援しています
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農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
農業委員と農地利用最適化推進委員が、相互に連携を図りながら地域の農地の相談役として活動していただきます。

  募集期間　　令和８年２月４日（水）�～�３月５日（木） （必着）

  推薦・応募の方法

　�「個人 (３名以上）・団体から推薦」 と、 「自ら応募」 の２通りの方法があります。 （詳しくは甲府市ホームページに掲載

の応募案内を参照してください。 推薦及び応募に係る書類は、甲府市ホームページからダウンロードできます。）

  推薦及び応募に係る書類の配布先

市役所８階農政課、農業委員会事務局、農業センター、中道支所、上九一色出張所、各窓口センター、ＪＡ支店・支所窓口

  推薦及び応募に係る書類の提出先　　市役所８階農政課、 農業委員会事務局

　農業委員会法の改正に伴い、 農地等の利用の最適化の推進が農業委員会の必須事務となり、 担当区域ご

とに、 農地利用最適化推進委員が配置されました。 身分は、 農業委員と同じく、 特別職の公務員になります。

　農地等の利用の最適化の推進において、 農業委員と農地利用最適化推進委員が、 農地パトロールや農家の

皆様からの相談への対応といった現場活動を通じ、 密接に連携して取り組むことが重要です。

農地利用最適化推進委員 農　業　委　員

募集人員　１７名

応募資格 農業に関する識見を有し、 担当する区域

において、 農業委員と連携し、 農地等の

利用の最適化の推進のために活動でき

る方。

主な仕事
①�農地等の利用の最適化のための現場活動

　�・担い手への農地の利用の集積・集約化

　�・遊休農地の発生防止・解消

　�・新規就農者、 企業参入等の指導・助言

②�各種会議への出席（総会、委員会等必要に応じて）

任期 令和８年７月３１日～令和１１年７月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�（３年間）

担当地区 下記に定める指定区域

担当区域 人数
千代田・能泉・宮本・千塚・山宮 １人
相川・池田 １人
里垣 １人
甲運 ２人
玉諸 ２人
山城・貢川・旧市 ３人
大里・国母 １人
中道北 ３人
中道南・上九一色 ３人

募集人員 １９名

応募資格　農業に関する識見を有し、 農地等の利

用の最適化の推進に関する事項、 その

他農業委員会の所掌する事項に関し、

その職務を適切に行うことができる方。

主な仕事
�①��農地等の利用の最適化の推進に関する指針の

策定

�②�農地に関する賃借 ･売買 ･ 転用の許可

�③��上記に係る毎月の会議 （総会）・各種会議 （必

要に応じて） への出席及び現地調査

任期　令和８年７月３１日～令和１１年７月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�（３年間）

担当地区　市内全域



※一部の農地では、 表示されない箇所がございます。

※見つけられない場合は、 農業委員会事務局までお問い合わせください。

※�個人情報保護を遵守しているので、 農地所有者の住所 ・ 氏名は表示され

ません。

農地の検索には「eMAFF農地ナビ」をご利用ください

　eMAFF農地ナビは、 農業委員会が管理 ・ 整備している農地台帳

および農地に関する地図について、 農業委員会等が農地法に基づ

き農地情報をインターネット上で公表する国のサイトです。

　パソコン ・スマートフォン ・タブレット等で誰でも農地の情報を閲覧・

確認することができます。

 ● 新しく農地を探しているが、 農地情報を知りたい。

 ● 遊休農地の情報を知りたい。

 ● 農業関係の申請をする際、農地の場所、地番、面積を調べたい。

eMAFF農地ナビを使ってこんなことが調べられます

ＱＲコードをスキャン

eMAFF農地ナビeMAFF農地ナビ
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作物 項　目 区　分 金額 （円） 単　位

稲

作

耕起・代かき
山間地 19,300円

１０ａ当たり
平坦地 18,300円

耕　起
山間地 10,900円

１０ａ当たり
平坦地 9,900円

代かき
山間地 11,000円

１０ａ当たり
平坦地 10,000円

機械田植

（苗代別）

山間地 11,500円
１０ａ当たり

平坦地 10,500円

稲刈機械 （バインダー） 11,100円
１０ａ当たり

（結束ヒモ付き）

脱穀機械

（ハーベスター）

山間地 12,500円
１０ａ当たり

平坦地 11,500円

稲刈・脱穀 （コンバイン） 21,900円
１０ａ当たり

（乾燥まで）

果 樹 （ 剪 定 ） 12,600円 １日当たり

ブドウの棚補修 17,000円 １日当たり

一 般 農 作 業 8,500円 １日（8時間）当たり

備

考

(1)　�本表は、 標準的な料金を示すものであり、 圃場の
条件や作業条件などを勘案して、 当事者間の協
議により決定することを前提としております。 なお上
記以外の作業についても協議のうえで決定してくだ
さい。

(2)　標準額は、 消費税込みです。

(3)　�最低賃金が改正された場合、 その金額を下回ら
ないようにしてください。

　令和７年に公告及び許可された農地賃貸借契約にお

ける賃借料は、 次のとおりです。

※1　�データ数は、 集計に用いた筆数です。

※ 2　�金額は、 算出結果を四捨五入し、 100 円単位として

います。

※3　�表中の数値は、 平均額の±70％ (×0.3)(×1.7)

を逸脱するデータを除いてあります。

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

水　稲
旧甲府市 8,900円 17,900円 4,500円

旧中道町 8,600円 12,800円 5,400円

野　菜
（スイート

コーン ・ナス
含む）

旧甲府市 12,700円 15,000円 10,000円

旧中道町 9,900円 15,400円 6,400円

ブ ド ウ

旧甲府市(平坦地) 15,500円 26,900円 6,300円

旧甲府市(山間地) 10,200円 18,000円 3,900円

旧中道町 対象データ５件未満

モ　モ 旧中道町 8,300円 14,200円 4,000円

地域区分がない作物については、当該期間 （令和７年中）

での賃借データ （５件以上） はありませんでしたので、 上

記他地域をご参考にしてください。

（10 ａ当たり）

令和８年版  甲府市賃借料情報令和８年版  農作業臨時雇賃金等標準額
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ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど

の
中
型
獣
類
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
山
間
部
か
ら
住
宅
地
近
く

の
農
地
ま
で
発
生
し
、
野
菜
か

ら
果
樹
ま
で
幅
広
く
被
害
が
見

ら
れ
ま
す
。
被
害
が
あ
る
と
「
捕

獲
」
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
ま
ず

は
「
相
手
」
の
生
態
と
行
動
を
理

解
し
、
環
境
整
備
を
含
め
、
状

況
に
応
じ
た
対
策
を
行
う
こ
と

が
問
題
解
決
の
近
道
と
な
り
ま

す
。

◎
ア
ラ
イ
グ
マ

　

雑
食
性
で
農
作
物
だ
け
で
な

く
昆
虫
や
小
動
物
、
さ
ら
に
家

庭
ゴ
ミ
な
ど
何
で
も
食
べ
、
ね
ぐ

ら
（
休
息
や
繁
殖
場
所
）
は
神
社

や
建
物
の
屋
根
裏
・
壁
の
隙
間

な
ど
を
利
用
し
ま
す
。
木
登
り

を
得
意
と
し
、
前
肢
を
手
の
よ

う
に
使
っ
た
特
徴
的
な
食
べ
方

を
し
ま
す
。
４
月
に
出
産
し
、
10

月
に
親
離
れ
し
ま
す
。
明
確
な

縄
張
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個

体
ご
と
に
あ
る
程
度
決
ま
っ
た

行
動
域
は
持
っ
て
い
ま
す
。
特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
野
外
へ
放
つ
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
ハ
ク
ビ
シ
ン

　

主
に
夜
間
に
活
動
し
、
雑
食
性

で
農
作
物
か
ら
昆
虫
類
、
ネ
ズ

ミ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど
、
何
で
も
食

べ
ま
す
。
特
に
農
作
物
で
は
、
甘

く
て
汁
気
の
多
い
ブ
ド
ウ
や
カ
キ
、

ト
マ
ト
な
ど
を
好
み
ま
す
。
木
登

り
な
ど
の
立
体
的
な
移
動
能
力

に
優
れ
、
細
い
電
線
の
上
も
移

動
で
き
ま
す
。
ね
ぐ
ら
は
樹
の

洞
や
建
物
の
屋
根
裏
な
ど
を
利

用
し
、
ね
ぐ
ら
の
中
で
排
泄
す

る
た
め
、
糞
尿
が
堆
積
し
て
天

井
板
が
落
ち
た
事
例
も
あ
り
ま

す
。

◎
ア
ナ
グ
マ

　

主
に
、
夕
方
か
ら
活
動
を
開

始
し
ま
す
が
、
日
中
に
見
か
け

る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
雑

食
性
で
ミ
ミ
ズ
を
主
な
食
料
と

し
て
い
ま
す
が
、
昆
虫
類
や
甘
く

て
汁
気
の
多
い
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ

も
好
ん
で
食
べ
ま
す
。
穴
を
掘
る

能
力
に
優
れ
、
林
内
の
斜
面
な

ど
に
複
数
の
巣
穴
を
堀
っ
て
ね
ぐ

ら
と
し
、
11
月
頃
か
ら
冬
眠
を

し
ま
す
。
樹
な
ど
に
登
る
こ
と
は

得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
れ

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
型
獣
類
の
被
害
が
増
加
し

て
い
る
原
因
は
、
食
べ
物
と
休
息

場
所
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

対
策
と
し
て
、
捕
獲
だ
け
に
固

執
す
る
の
で
は
な
く
、
「
食
べ
さ

せ
な
い
」
「
安
心
で
き
な
い
」
環
境

の
整
備
を
優
先
し
て
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
環
境
整
備

　

「
食
べ
さ
せ
な
い
」
た
め
に
、
廃

棄
す
る
野
菜
や
果
実
を
畑
へ
放

置
す
る
こ
と
や
収
穫
し
な
い
果
樹

を
な
く
し
、
餌
場
と
な
る
こ
と
を

防
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
集
会
施
設
や
神
社
、
空

き
家
な
ど
は
格
好
の
ね
ぐ
ら
と

な
り
や
す
い
た
め
、
地
域
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
侵
入
防
止
対
策
を
行
い
、
「
安

心
で
き
な
い
」
環
境
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
ね
ぐ
ら
は
複
数
箇
所
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
カ
所
だ
け

で
は
生
活
で
き
な
い
た
め
、
地
道

な
取
り
組
み
が
生
息
数
を
減
ら

し
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。

②
侵
入
防
止

　

生
産
現
場
で
は
、
柵
の
設
置
な

ど
、
侵
入
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
動
物
の
侵
入
行

動
は
、
獣
種
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ

る
た
め
、
対
策
を
行
い
た
い
相
手

を
理
解
し
た
上
で
、
有
効
な
柵

を
検
討
し
ま
す
。
柵
の
設
置
後
に

侵
入
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
見
極
め
、
そ
の
都

度
対
策
を
講
じ
、
柵
を
成
長
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

★
侵
入
防
止
柵
は

　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら

③
捕
獲

　

食
害
や
足
跡
な
ど
の
痕
跡

を
参
考
に
獣
種
や
侵
入
経
路

を
特
定
す
る
こ
と
で
効
率
の
良

い
捕
獲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
中

型
獣
類
の
捕
獲
は
、
主
に
箱
わ

な
を
使
い
ま
す
が
、
加
害
獣
で

あ
っ
て
も
鳥
獣
保
護
管
理
法
等

に
基
づ
き
、
許
可
を
得
て
捕
獲

等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
甲
府
市
就
農
支
援

課
（☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６
）
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

中
北
農
務
事
務
所
農
業
農

村
支
援
課

☎
０
５
５
１(

２
３)

３
２
９
１

獣
害
対
策
に
つ
い
て

獣
に
つ
い
て
知
る

被
害
防
止
に
む
け
て

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所

農
業
農
村
支
援
課
）

食害を受けたブドウ

箱わなにかかったアナグマ

獣害防止柵をくぐる中型獣類
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農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
・
剪

定
枝
な
ど
の
処
分
で
止
む
を
得

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
野
焼
き
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
煙

や
悪
臭
な
ど
で
近
隣
住
民
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
野
焼
き

時
に
は
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
に
、

焼
却
後
は
し
っ
か
り
と
消
火
し
て

く
だ
さ
い
。

　

無
煙
炭
化
器
の
無
料
貸
出
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
労
働
力

不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
情
報
通
信

技
術
等
を
活
用
し
た

「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
に
よ
り
、
農
作
業
の

効
率
化
、
生
産
性
の
向
上
効

果
な
ど
が
期
待
さ
れ
、
国
で
は

令
和
５
年
10
月
に
ス
マ
ー
ト
農

業
法
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
Ｊ
Ａ
、
ス
マ
ー

ト
農
業
先
進
企
業
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

農
薬
散
布
の
実
演
な
ど
を
実

施
す
る
中
、
市
内
の
２
地
区

で
農
業
者
が
ド
ロ
ー
ン
事
業
者

へ
農
薬
散
布
作
業
を
委
託
す

る
事
例
が
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
甲
府
市
内
で
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
農
薬
散
布
を
受
託
で
き

る
事
業
者
が
お
り
、
今
後
さ

ら
な
る
活
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
就
農
支
援
課
で
は
ド

ロ
ー
ン
以
外
の
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
に
つ
い
て
も
、
本
市
農
業

の
特
性
を
見
定
め
る
中
、
Ｊ

Ａ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
先
進
企
業

等
と
連
携
し
、
農
業
者
に
対

し
て
、
生
産
現
場
で
活
用
で
き

る
機
械
の
実
演
会
を
開
催
し
、

農
作
業
の
省
力
化
や
労
力
軽

減
に
つ
な
が
る
ス
マ
ー
ト
農
業

の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内

の
農
地
で
農
業
を
す
る
農
業
者

に
対
し
て
、
有
害
鳥
獣
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
防
鳥
網
、
金

網
柵
、
電
気
柵
を
設
置
す
る
際

の
資
材
費
に
つ
い
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
申
請
前
の
購

入
は
、
補
助
金
交
付
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
購
入
前

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
就
農
支
援
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り

ま
す
。

　

農
業
経
営
移
譲
の
手
続
き
は
、

早
め
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
後
継
者
へ
経
営
移
譲

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
続
の

相
談
な
ど
は
Ｊ
Ａ
で
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
が
、
専
門
家
に
よ

る
経
営
移
譲
相
談
を
就
農
支
援

課
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
、

住
宅
や
駐
車
場
な
ど
、
農
地
以

外
に
転
用
す
る
場
合
は
、
農
業

委
員
会
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　

各
種
届
出
の
書
式
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
か
ら
農

地
転
用
許
可
を
得
て
、
現
地
の

農
地
転
用
が
完
了
し
て
も
、
そ

の
農
地
の

「
登
記
地
目
」
は
自

動
的
に
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

農
地
転
用
後
は
、
法
務
局
で
地

目
変
更
登
記
の
手
続
き
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
令
和
７

年
４
月
１
日
か
ら
農
地
の
貸
借

は
農
地
中
間
管
理
機
構

（（
公

財
）
山
梨
県
農
業
振
興
公
社
）

を
介
し
た
貸
借
方
法
に
一
本
化

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
農
地
の

貸
借
に
関
し
、
ご
不
明
な
点
が

あ
る
方
は
地
域
の
農
地
銀
行
推

進
員
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

農
福
連
携
は
、
農
業
と
福
祉

を
結
び
つ
け
、
地
域
の
課
題
解

決
や
地
域
活
性
化
を
促
進
す
る

取
り
組
み
で
す
。
農
業
体
験
を

通
じ
て
福
祉
施
設
の
利
用
者
の

社
会
参
加
や
自
立
支
援
を
行
い
、

農
産
物
の
収
益
を
福
祉
活
動
に

活
用
し
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
結
束
を
深
め
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
地
域
の

魅
力
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
ま
す
。

農
業
経
営
移
譲
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

ラジコン草刈機

野
焼
き
の
注
意
点

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の
利
用

広
げ
よ
う
農
福
連
携

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
の

被
害
防
除
用
施
設
設
置
費

補
助
金
に
つ
い
て

就
農
支
援
課
か
ら

お
知
ら
せ

 
☎（
２
４
１
）５
６
１
６

農
業
委
員
会
事
務
局

か
ら
お
知
ら
せ

 

☎（
２
３
７
）５
８
９
２

市
街
化
区
域
の
農
地
を
転
用

す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
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雨
宮
　
洋
文
　
様

　

令
和
７
年
度
の
「
甲
府
市
農

業
賞
」
は
、
上
阿
原
町
の
雨
宮

洋
文
様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
宮
洋
文
様
は
、
ブ
ド
ウ
の
ハ

ウ
ス
栽
培
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
、
農
協
の
青
年
部
で
は
、
ジ
ベ

レ
リ
ン
処
理
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
重
ね
、
昭
和
53
年
に
は
ジ

ベ
処
理
委
員
会
の
一
員
と
し
て

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処

理
」
の
著
書
を
発
行
し
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
の
礎

を
築
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
出
荷
組
合
で

は
組
合
長
を
務
め
、
農
協
の
果

実
部
長
を
歴
任
し
、
指
導
農

業
士
と
し
て
若
手
農
家
の
指
導

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
共
選

所
の
経
営
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
共
選
所
の
統
一
化
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ
ハ
ゴ
ロ
モ

は
中
国
原
産
の
昆
虫
で
、
様
々

な
植
物
に
寄
生
し
、
産
卵
す
る

時
に
樹
木
の
枝
を
傷
つ
け
た
り
、

幼
虫
が
ぶ
ど
う
の
房
に
入
り
込

む
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
大
量
発

生
し
て
お
り
、
被
害
を
抑
え
る

た
め
発
生
源
の
卵
を
減
ら
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
庭
や
果
樹
園

で
写
真
の
様
な
産
卵
さ
れ
た
枝

を
見
か
け
た
ら
、
切
除
し
、
土

中
深
く
に
埋
め
る
か
、
燃
え
る

ゴ
ミ
と
し
て
処
分
を
お
願
い
し

ま
す
。
※
人
体
へ
の
害
の
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
北
農
務
事
務
所
農
業
農
村

　
　

支
援
課

☎
０
５
５
１
（
２
３
）
３
２
９
１

　

去
る
、
令
和
７
年
10
月
３
日

（
一
社
）
山
梨
県
農
業
会
議
主

催
に
よ
る
「
令
和
７
年
度
農
業

者
年
金
加
入
推
進
特
別
研
修

会
」
が
山
梨
県
農
業
共
済
会
館

で
開
催
さ
れ
、
（
独
）
農
業
者

年
金
基
金
理
事
長
の
黒
田
夏

樹
氏
を
は
じ
め
、
県
下
市
町
村

農
業
委
員
、
Ｊ
Ａ
な
ど
50
名
が

参
加
し
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
農
業
委
員
会
か
ら
は
、

落
合
洋
子
委
員
、
野
澤
洋
子

委
員
の
女
性
委
員
２
名
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

・
月
額
保
険
料

（
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
）
い
つ
で
も

変
更
が
可
能
）
※
35
歳
未
満

は
１
万
円
か
ら

・
全
額
所
得
控
除
（
社
会
保
険

料
控
除
）
配
偶
者
な
ど
生
計

を
一
に
す
る
者
の
掛
金
も
対

象

・
終
身
年
金
で
一
生
涯
収
入
が

保
障
さ
れ
て
い
る
。

・
保
険
料
拠
出
時
の
税
制
優
遇

が
生
計
を
一
に
す
る
者
に
も

適
用
さ
れ
る
。

・
元
本
割
れ
の
措
置
が
あ
る
（
65

歳
以
降
の
年
金
裁
定
時
）

・
事
務
費
負
担
が
な
い

・
死
亡
（遺
族
）
一
時
金
あ
り

成虫（白い斑点がある）

季
節
も
2
月
に
入
り
農
作
業

が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
農
閑
期
の
カ
ラ

ダ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
如
何
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？

夏
の
暑
さ
も
猛
暑
か
ら
酷
暑

へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
期
間
も

長
く
続
く
こ
と
か
ら
作
業
環
境

は
益
々
過
酷
に
な
っ
て
き
て
お
り

フ
ァ
ン
付
き
の
空
調
作
業
服
は

私
に
と
っ
て
手
放
せ
な
い
ア
イ
テ

ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

気
候
変
動
に
よ
る
生
育
環
境

の
変
化
も
作
物
に
と
っ
て
過
酷
で

あ
り
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
も

多
く
悩
ま
し
い
限
り
で
す
。

編
集
委
員　

森
澤
良
直

編

集

後

記

チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ
ハ
ゴ
ロ

モ
の
駆
除
に
御
協
力
く
だ
さ
い

令
和
７
年
度
農
業
者
年
金

加
入
推
進
特
別
研
修
会

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

受
賞
お
め
で
と
う

         

ご
ざ
い
ま
す

〇
農
業
者
年
金
の
有
利
な
点


